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小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 総則編

主な教育の情報化関係箇所抜粋

第２節 教育課程の編成

１各学校の教育目標と教育課程の編成（第１章第２の１）

( ) 学習の基盤となる資質・能力（第１章第２の２の( )）1 1

( ) 各学校においては，児童の発達の段階を考慮し，言語能力，情報活1
用能力（情報モラルを含む ，問題発見・解決能力等の学習の基盤と。）

なる資質・能力を育成していくことができるよう，各教科等の特質を生

かし教科等横断的な視点から教育課程の編成を図るものとする。

（略）

イ 情報活用能力

情報活用能力は，世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，情

報及び情報技術を適切かつ効果的に活用して，問題を発見・解決したり自分の

考えを形成したりしていくために必要な資質・能力である。将来の予測が難し

い社会において，情報を主体的に捉えながら，何が重要かを主体的に考え，見

いだした情報を活用しながら他者と協働し，新たな価値の創造に挑んでいくた

めには，情報活用能力の育成が重要となる。また，情報技術は人々の生活にま

すます身近なものとなっていくと考えられるが，そうした情報技術を手段とし

て学習や日常生活に活用できるようにしていくことも重要となる。

情報活用能力をより具体的に捉えれば，学習活動において必要に応じてコン

， ，ピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得たり 情報を整理・比較したり

得られた情報を分かりやすく発信・伝達したり，必要に応じて保存・共有した

りといったことができる力であり，さらに，このような学習活動を遂行する上

で必要となる情報手段の基本的な操作の習得や，プログラミング的思考，情報

モラル，情報セキュリティ，統計等に関する資質・能力等も含むものである。

こうした情報活用能力は，各教科等の学びを支える基盤であり，これを確実に

育んでいくためには，各教科等の特質に応じて適切な学習場面で育成を図るこ

とが重要であるとともに，そうして育まれた情報活用能力を発揮させることに

より，各教科等における主体的・対話的で深い学びへとつながっていくことが

参考資料２
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一層期待されるものである。

今回の改訂に当たっては，資質・能力の三つの柱に沿って情報活用能力につ

いて整理されている。情報活用能力を育成するためには，第１章総則第３の１

( ) や各教科等の内容の取扱いに示すとおり，各学校において日常的に情報3
技術を活用できる環境を整え，全ての教科等においてそれぞれの特質に応じ，

情報技術を適切に活用した学習活動の充実を図ることが必要である。

（参考：情報活用能力を構成する資質・能力）

（知識・技能）

情報と情報技術を活用した問題の発見･解決等の方法や，情報化の進展

が社会の中で果たす役割や影響，情報に関する法･制度やマナー，個人が

果たす役割や責任等について，情報の科学的な理解に裏打ちされた形で理

解し，情報と情報技術を適切に活用するために必要な技能を身に付けてい

ること。

（思考力・判断力･表現力等）

様々な事象を情報とその結びつきの視点から捉え，複数の情報を結びつ

けて新たな意味を見出す力や，問題の発見･解決等に向けて情報技術を適

切かつ効果的に活用する力を身に付けていること。

（学びに向かう力・人間性等）

情報や情報技術を適切かつ効果的に活用して情報社会に主体的に参画

し，その発展に寄与しようとする態度等を身に付けていること。

【中央教育審議会答申 別紙３－１】

第３節 教育課程の実施と学習評価

１主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

( ) コンピュータ等や教材・教具の活用，コンピュータの基本的な操作3
やプログラミングの体験（第１章第３の１の( )）3

( ) 第２の２の( )に示す情報活用能力の育成を図るため，各学校におい3 1
て，コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を活用するた

めに必要な環境を整え，これらを適切に活用した学習活動の充実を図る

こと。また，各種の統計資料や新聞，視聴覚教材や教育機器などの教材
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・教具の適切な活用を図ること。

あわせて，各教科等の特質に応じて，次の学習活動を計画的に実施す

ること。

ア 児童がコンピュータで文字を入力するなどの学習の基盤として必要

となる情報手段の基本的な操作を習得するための学習活動

イ 児童がプログラミングを体験しながら，コンピュータに意図した処

理を行わせるために必要な論理的思考力を身に付けるための学習活動

，児童に第１章総則第２の２( ) に示す情報活用能力の育成を図るためには1
各学校において，コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段及びこ

れらを日常的・効果的に活用するために必要な環境を整えるとともに，各教科

等においてこれらを適切に活用した学習活動の充実を図ることが重要である。

また，教師がこれらの情報手段に加えて，各種の統計資料や新聞，視聴覚教材

や教育機器などの教材・教具を適切に活用することが重要である。

今日，コンピュータ等の情報技術は急激な進展を遂げ，人々の社会生活や日

常生活に浸透し，スマートフォンやタブレット 等に見られるように情報機PC
器の使いやすさの向上も相まって，子供たちが情報を活用したり発信したりす

る機会も増大している。将来の予測は困難であるが，情報技術は今後も飛躍的

に進展し，常に新たな機器やサービスが生まれ社会に浸透していくこと，人々

のあらゆる活動によって極めて膨大な情報（データ）が生み出され蓄積されて

いくことが予想される。このことにより，職業生活ばかりでなく，学校での学

習や生涯学習，家庭生活，余暇生活など人々のあらゆる活動において，さらに

は自然災害等の非常時においても，そうした機器やサービス，情報を適切に選

択・活用していくことが不可欠な社会が到来しつつある。

そうした社会において，児童が情報を主体的に捉えながら，何が重要かを主

体的に考え，見いだした情報を活用しながら他者と協働し，新たな価値の創造

に挑んでいけるようにするため，情報活用能力の育成が極めて重要となってい

る。第１章総則第２の２( ) に示すとおり，情報活用能力は「学習の基盤と1
なる資質・能力」であり，確実に身に付けさせる必要があるとともに，身に付

けた情報活用能力を発揮することにより，各教科等における主体的・対話的で

深い学びへとつながっていくことが期待されるものである。今回の改訂におい

ては，コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段の活用について，

こうした情報活用能力の育成もそのねらいとするとともに，人々のあらゆる活

動に今後一層浸透していく情報技術を，児童が手段として学習や日常生活に活

用できるようにするため，各教科等においてこれらを適切に活用した学習活動
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の充実を図ることとしている。

各教科等の指導に当たっては，教師がこれらの情報手段のほか，各種の統計

資料や新聞，視聴覚教材や教育機器などの教材・教具の適切な活用を図ること

も重要である。各教科等における指導が，児童の主体的・対話的で深い学びへ

とつながっていくようにするためには，必要な資料の選択が重要であり，とり

わけ信頼性が高い情報や整理されている情報，正確な読み取りが必要な情報な

どを授業に活用していくことが必要であることから，今回の改訂において，各

種の統計資料と新聞を特に例示している。これらの教材・教具を有効，適切に

活用するためには，教師は機器の操作等に習熟するだけではなく，それぞれの

教材・教具の特性を理解し，指導の効果を高める方法について絶えず研究する

ことが求められる。

また，小学校においては特に，情報手段の基本的な操作の習得に関する学習

活動及びプログラミングの体験を通して論理的思考力を身に付けるための学習

活動を，カリキュラム・マネジメントにより各教科等の特質に応じて計画的に

実施することとしている。

各教科等の学習においてコンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手

段を活用していくに当たっては，少なくとも児童が学習活動に支障のない程度

にこれら情報手段の操作を身に付けている必要がある。このため，小学校段階

ではそれらの情報手段に慣れ親しませることから始め，学習活動を円滑に進め

るために必要な程度の速さでのキーボードなどによる文字の入力，電子ファイ

ルの保存・整理，インターネット上の情報の閲覧や電子的な情報の送受信や共

有などの基本的な操作を確実に身に付けさせるための学習活動を，カリキュラ

ム・マネジメントにより各教科等の特質に応じて計画的に実施していくことが

。 ， ，重要である それとともに 文章を編集したり図表を作成したりする学習活動

様々な方法で情報を収集して調べたり比較したりする学習活動，情報手段を使

った情報の共有や協働的な学習活動，情報手段を適切に活用して調べたものを

まとめたり発表したりする学習活動などを充実していくことが重要である。そ

の際，総合的な学習の時間の探究的な学習の過程において「コンピュータで文

字を入力するなどの学習の基盤として必要となる情報手段の基本的な操作を習

得し，情報や情報手段を主体的に選択し活用できるよう配慮すること （第５」

章総合的な学習の時間第３の２( )）とされていること，さらに国語科のロー3
マ字の指導に当たってこのこととの関連が図られるようにすること（第２章第

１節国語第３の２( ) ウ）とされていることなどを踏まえる必要がある。1
また，子供たちが将来どのような職業に就くとしても時代を越えて普遍的に

求められる「プログラミング的思考 （自分が意図する一連の活動を実現する」
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ために，どのような動きの組合せが必要であり，一つ一つの動きに対応した記

号を，どのように組み合わせたらいいのか，記号の組合せをどのように改善し

ていけば，より意図した活動に近づくのか，といったことを論理的に考えてい

） ， ， ，く力 を育むため 小学校においては 児童がプログラミングを体験しながら

コンピュータに意図した処理を行わせるために必要な論理的思考力を身に付け

るための学習活動を計画的に実施することとしている。その際，小学校段階に

おいて学習活動としてプログラミングに取り組むねらいは，プログラミング言

語を覚えたり，プログラミングの技能を習得したりといったことではなく，論

理的思考力を育むとともに，プログラムの働きやよさ，情報社会がコンピュー

タをはじめとする情報技術によって支えられていることなどに気付き，身近な

問題の解決に主体的に取り組む態度やコンピュータ等を上手に活用してよりよ

い社会を築いていこうとする態度などを育むこと，さらに，教科等で学ぶ知識

及び技能等をより確実に身に付けさせることにある。したがって，教科等にお

ける学習上の必要性や学習内容と関連付けながら計画的かつ無理なく確実に実

施されるものであることに留意する必要があることを踏まえ，小学校において

は，教育課程全体を見渡し，プログラミングを実施する単元を位置付けていく

。 ， ， ，学年や教科等を決定する必要がある なお 小学校学習指導要領では 算数科

理科，総合的な学習の時間において，児童がプログラミングを体験しながら，

論理的思考力を身に付けるための学習活動を取り上げる内容やその取扱いにつ

いて例示しているが（第２章第３節算数第３の２( ) 及び同第４節理科第３2
の２( )，第５章総合的な学習の時間第３の２( ) ，例示以外の内容や教科等2 2 ）
においても，プログラミングを学習活動として実施することが可能であり，プ

ログラミングに取り組むねらいを踏まえつつ，学校の教育目標や児童の実情等

に応じて工夫して取り入れていくことが求められる。

また，こうした学習活動を実施するに当たっては，地域や民間等と連携し，

それらの教育資源を効果的に活用していくことも重要である。

，「 （ 。）」第１章総則第２の２( ) においては 情報活用能力 情報モラルを含む1
として，情報活用能力に情報モラルが含まれることを特に示している。携帯電

話・スマートフォンや が子供たちにも急速に普及する中で，インターネSNS
ット上での誹謗中傷やいじめ，インターネット上の犯罪や違法・有害情報の問

題の深刻化，インターネット利用の長時間化等を踏まえ，情報モラルについて

指導することが一層重要となっている。

情報モラルとは 「情報社会で適正な活動を行うための基になる考え方と態，

度」であり，具体的には，他者への影響を考え，人権，知的財産権など自他の

権利を尊重し情報社会での行動に責任をもつことや，犯罪被害を含む危険の回
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避など情報を正しく安全に利用できること，コンピュータなどの情報機器の使

用による健康との関わりを理解することなどである。このため，情報発信によ

る他人や社会への影響について考えさせる学習活動，ネットワーク上のルール

やマナーを守ることの意味について考えさせる学習活動，情報には自他の権利

があることを考えさせる学習活動，情報には誤ったものや危険なものがあるこ

とを考えさせる学習活動，健康を害するような行動について考えさせる学習活

動などを通じて，児童に情報モラルを確実に身に付けさせるようにすることが

必要である。その際，情報の収集，判断，処理，発信など情報を活用する各場

面での情報モラルについて学習させることが重要である。また，情報技術やサ

ービスの変化，児童のインターネットの使い方の変化に伴い，学校や教師はそ

の実態や影響に係る最新の情報の入手に努め，それに基づいた適切な指導に配

慮することが必要である。

併せて児童の発達の段階に応じて，例えば，インターネット上に発信された情

報は基本的には広く公開される可能性がある，どこかに記録が残り完全に消し

去ることはできないといった，情報や情報技術の特性についての理解に基づく

情報モラルを身に付けさせ，将来の新たな機器やサービス，あるいは危険の出

現にも適切に対応できるようにすることが重要である。さらに，情報モラルに

関する指導は，道徳科や特別活動のみで実施するものではなく，各教科等との

連携や，さらに生徒指導との連携も図りながら実施することが重要である。

情報手段を活用した学習活動を充実するためには，国において示す整備指針

等を踏まえつつ，校内の 環境の整備に努め，児童も教師もいつでも使えICT
るようにしておくことが重要である。すなわち，学習者用コンピュータのみな

らず，例えば大型提示装置を各普通教室と特別教室に常設する，安定的に稼働

するネットワーク環境を確保するなど，学校と設置者とが連携して，情報機器

を適切に活用した学習活動の充実に向けた整備を進めるとともに，教室内での

配置等も工夫して，児童や教師が情報機器の操作に手間取ったり時間がかかっ

たりすることなく活用できるよう工夫することにより，日常的に活用できるよ

うにする必要がある。

さらに，児童が安心して情報手段を活用できるよう，情報機器にフィルタリ

ング機能の措置を講じたり，個人情報の漏えい等の情報セキュリティ事故が生

じることのないよう，学校において取り得る対策を十全に講じたりすることな

どが必要である。

加えて，情報活用能力の育成や情報手段の活用を進める上では，地域の人々

や民間企業等と連携し協力を得ることが特に有効であり，プログラミング教育

等の実施を支援するため官民が連携した支援体制が構築されるなどしているこ
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とから，これらも活用して学校外の人的・物的資源の適切かつ効果的な活用に

配慮することも必要である。

第４節 児童の発達の支援

１ 児童の発達を支える指導の充実

( ) 指導方法や指導体制の工夫改善など個に応じた指導の充実（第１章4
第４の１の( )）4

( ) 児童が，基礎的・基本的な知識及び技能の習得も含め，学習内容を4
確実に身に付けることができるよう，児童や学校の実態に応じ，個別学

習やグループ別学習，繰り返し学習，学習内容の習熟の程度に応じた学

習，児童の興味・関心等に応じた課題学習，補充的な学習や発展的な学

習などの学習活動を取り入れることや，教師間の協力による指導体制を

確保することなど，指導方法や指導体制の工夫改善により，個に応じた

指導の充実を図ること。その際，第３の１の( ) に示す情報手段や教3
材・教具の活用を図ること。

（略）

児童の興味・関心等に応じた課題学習，補充的な学習や発展的な学習などの

， ，学習活動を取り入れた指導を実施する際には それぞれのねらいを明らかにし

授業で扱う内容と学習指導要領に示す各教科等の目標と内容との関係を明確に

して取り組むことが大切である。特に，補充的な学習を取り入れた指導を行う

際には，様々な指導方法や指導体制の工夫改善を進め，当該学年までに学習す

る内容の確実な定着を図ることが必要であるし，発展的な学習を取り入れた指

導を行う際には，児童の負担過重とならないように配慮するとともに，学習内

， 。容の理解を一層深め 広げるという観点から適切に導入することが大切である

このほかにも，教材・教具の工夫や開発，コンピュータ等の教育機器の活用，

指導の過程における形成的評価などの評価の工夫など児童の実態や指導の場面

に応じ，多方面にわたる対応が求められる。

また，指導体制の工夫に当たっては，教師一人一人にも得意の分野など様々

な特性があるので，それを生かしたり，学習形態によっては，教師が協力して

， 。指導したりすることにより 指導の効果を高めるようにすることが大切である

その具体例としては，専科指導やティーム・ティーチング，合同授業，交換授

業などが考えられ，各学校の実態に応じて工夫することが望ましい。また，食

育その他の心身の健康の保持増進に関する指導においてこれらについての専門
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性を有する養護教諭や栄養教諭の積極的な参画・協力を得たりすること，学校

内にとどまらず，学校外の様々な分野の専門家の参加・協力を得たりすること

など様々な工夫を行い，指導の効果を高めることが大切である。

コンピュータ等の情報手段は適切に活用することにより個に応じた指導の充

実にも有効であることから，今回の改訂において，指導方法や指導体制の工夫

改善により個に応じた指導の充実を図る際に，第１章総則第３の１( ) に示3
す情報手段や教材・教具の活用を図ることとしている。情報手段の活用の仕方

は様々であるが，例えば大型提示装置で教師が教材等を分かりやすく示すこと

， ， 。は 児童の興味・関心を喚起したり 課題をつかませたりする上で有効である

さらに，学習者用コンピュータによってデジタル教科書やデジタル教材等を活

用することにより個に応じた指導を更に充実していくことが可能である。その

際，学習内容の習熟の程度に応じて難易度の異なる課題に個別に取り組ませる

といった指導のみならず，例えば，観察・実験を記録した映像や実技の模範を

示す映像，外国語の音声等を，児童が納得を得るまで必要な箇所を選んで繰り

返し視聴したり，分かったことや考えたことをワープロソフトやプレゼンテー

ションソフトを用いてまとめたり，さらにそれらをグループで話し合い整理し

たりするといった多様な学習活動を展開することが期待される。

なお，コンピュータや大型提示装置等で用いるデジタル教材は教師間での共

有が容易であり，教材作成の効率化を図ることができるとともに，教師一人一

人の得意ても教師間で話し合い共有することにより，学校全体の指導の充実を

， 。図ることもできることから こうした取組を積極的に進めることが期待される

分野を生かして教材を作成し共有して，さらにその教材を用いた指導について

も教師間で話し合い共有することにより，学校全体の指導の充実を図ることも

できることから，こうした取組を積極的に進めることが期待される。


